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（１）利用者視点のコミュニティバス 

① 発信 

 ・運行に際しての明確な運行基準の作成 

 ・利用者人数、運賃収入を含めた収支状況、公費負担割合   
などの情報公開 

・ワークショップ等を開催し市民の意見を取り入れた運行基準の作成・公表 

・（仮称）公共交通だより等の発行による情報公開 



（例２） 
 積極的な情報発信 

（例１） 
 ワークショップによる意見交換 



・児童、生徒や高齢者を対象とした体験学習会の実施 

・１日フリー乗車券の創設や他の公共交通機関との乗継案内 

・公共交通を利用した観光ガイドやイベントの周知 

・ラッピング車輌の導入 

② 企画 

 ・市民から愛され、親しまれるコミュニティバス 

 ・利用拡大と利便性の向上を図る取組み 



（例３）児童、生徒や高齢者を対象とした体験学習会 

（例４）１日フリー乗車券  



（例５）公共交通を利用した観光ガイド 

（例６）ラッピング車輌 



③ 新運行体系 

・定時定路線のうち利用人数が少ない路線の見直し 

・コミュニティバスが走行できない地域、公共施設までの高低
差が大きい地域への配慮 

・定時定路線から予約型乗り合いタクシー（デマンド路線）の導入 



（例７） 

定時定路線から予約型乗り合いタクシー（デマンド路線）の導入 

定時定路線バス 予約型乗り合いタクシー 



（２）田原地域の利便性の向上 

① 運行改善・ダイヤ調整 

 

 

 ・ほぼ同時刻に出発する運行ルートの見直し 

 ・通勤、通学を考慮した直行便の増便 

 



現状  田原ルート／忍ケ丘駅・四条畷駅発 田原行き≪平日用≫ 

（例８）ほぼ同じ時刻に出発する運行ルートの見直し 

 １３時の田原１ルートに乗り遅れると次のバスは１３時４０分 

 田原５ルートの出発時間を１３時２０分にすれば、４０分待たなくても忍ケ丘（１駅）へ行け

ば田原方面に行ける。 

忍ケ丘駅 

四条畷駅 

JR 四条畷駅 

JR 忍ケ丘駅 田原 

（例９）通勤、通学に考慮した増便 
（２８便＋α） 

（８便＋α） 



② 路線延長 

 既存の路線を尊重した駅への乗り入れの検討 

・近鉄（生駒駅・白庭台駅）～JR四条畷（忍ケ丘）駅への接続運

行に関する調査研究 



近鉄 
生駒駅 

田原台１丁目 

JR 四条畷駅 

JR 忍ケ丘駅 

近鉄 
生駒駅 

JR 四条畷駅 

JR 忍ケ丘駅 
片道：２５０円 田原台１丁目 片道：３１０円 

近鉄 
白庭台駅 

現状路線 

奈良交通 

提 案 

四條畷市コミュニティバス 

（例１０）既存路線を尊重した駅への乗り入れを検討 



（３）地域公共交通を利用するものとして 

 持続可能な公共交通を維持するために 

・利用者一人ひとりが公共交通事業者の活動に理解を示し、利

用するように努める。 


